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研究成果の概要（和文）：病院内の研究倫理審査委員会と病院内倫理委員会の現状を調査し、病院の倫理を担保する倫
理委員会活動のあり方を検討した。そして、日本の病院組織の現状にあった倫理サポートシステムを検討していくため
の論点を析出した。その結果、病院の倫理サポートシステムは、その病院組織に応じた、倫理的な医療実践を可能にす
るシステムを自己組織化するシステムでなければならないことがわかった。

研究成果の概要（英文）：We evaluated how ethics committee activity should function in hospitals as 
healthcare organization through surveying the current status of Research Ethics Committee and Hospital 
Ethics Committee. Also, we picked up the issue to establish the ethical support system. Consequently, 
hospital ethical support system should be self-organized system to guarantee ethical medical practice.

研究分野： 応用倫理
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１．研究開始当初の背景 
 
 米国では、病院内倫理委員会(hospital 
ethics committees、以下、HEC)は、 400
床以上の病院に設置されていた。また、
HEC は、倫理/法律/医療の専門家で構成
され、倫理コンサルテーションによる医
療専門職者個人へのサポートだけでなく、
病院内倫理指針、院内臨床指針/臨床外指
針への助言・作成、病院内の職員倫理教
育など、組織に直接アプローチできる機
能と権限をもって運営されていた。 
 日本では、日本病院機能評価機構を受
審した病院に HEC が設置されつつある
と言われていたものの、運営の実態がよ
くわからない状況であった。 
 研究代表者や分担研究者（哲学・倫理
を専門にする者）が、病院で倫理コンサ
ルテーションや臨床の倫理問題を検討す
る勉強会・研修会に関わるようになり、
実際には、HEC が設置されても機能して
いないのではないか、と思える出来事に
多く遭遇した。さらに、研究代表者らが
想定していた、医療現場に生じる倫理問
題とは異なる問題、すなわち、医療組織
の問題が病院で頻繁に起こっていること
がわかった。 
 HEC は、医療現場の倫理問題に対応す
るために、医療専門職者個人のみならず、
医療組織の問題にもアプローチすること
が本来求められるのだが、医療組織の問
題に対応するための病院内倫理サポート
システムの機能に、未だ十分に寄与して
いるとは言いがたい、という状況であっ
た。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、HEC や研究倫理審査委員会
といった倫理委員会が実質的に機能し病
院の倫理性を担保しうる倫理サポートシ
ステムを、「医療組織倫理(organizational 
ethics in healthcare)」の視座から構築す
ることを目的とする。  
 
 
３．研究の方法 
 目的を達成するために3 つの課題に照
準をあわせた。 
(1) HEC や研究審査委員会による病院内 
倫理サポートシステムの現状を調査する。 
 病院で行われる医療専門職者の行為に
は主に研究と治療があるので、病院の研
究領域と病院の治療領域の現状について、
二つの領域を区別して調査・検討した。 
 病院の研究領域の現状調査としては、
臨床研究に携わる医療専門職者たちとネ
オ・ソクラティック・ダイアログ(NSD)
を行い記録した。 
 病院の治療領域の倫理問題については、

病院倫理委員会を運営する立場にある医
療専門職者にパイロット調査を開始した。   
 研究計画をたてた当初に想定していた
方法では、医療専門職者自身に認知され
ていない/されづらい組織の文脈をデー
タとして取得するという目的の到達が、
困難なことがわかった。そこで、病院の
現状調査として、研究分担者や連携研究
者との議論や文献検索をもとに、申請書
「研究計画」に示した病院での参与観察
や病院の医療専門職者へのインタビュー
をするのがよいのではないかなど、方法
を詳細に検討した。その結果、調査に同
意してもらった１病院の活動記述をデー
タにすることにした。 
 研究開始当初は調査方法を参与観察や
インタビューと考えていたが、HEC（に相
当する病院の倫理症例検討部会）活動の
調査は、action research として HEC 運
営のコアメンバーとともに共同で研究し
することにした。なお、この調査方法の
変更は、並行して進めていた組織論の文
献調査や経営学との研究会を通じて、研
究開始当初に想定していた「組織」概念
を、構造をもつ実体として静的なものか
ら、行為の総体という動的なものに変更
したことによる。 
 

 
(2) (1)の調査結果を、病院という医療組 
織の文脈をふまえて分析し、現状の病院
における倫理サポートシステムの課題を
析出する。 
 
(3) 病院における倫理サポートシステム 
を、病院内システムの一つと見なすもの
として実践的/理論的/制度的に検討し、
HEC を包摂した病院における倫理サポー
トシステムを構築する。 
 
 
４．研究成果 
(1)HEC を含む病院内倫理サポートシス
テムの現状調査 
 病院の研究領域の現状調査としては、
研究領域の倫理審査委員会を軸にした倫
理サポートの現状調査をすることにした。
しかし、実際には、病院と医療機器メー
カー・薬品メーカーなどの企業とが利害
関係にあるため、実施が困難であった。
そこで、研究倫理領域における臨床の現
状を知るために NSD を用いて、治験領域
の現場に生じる倫理問題を探った。 
 病院の治療領域の現状調査としては、
一病院の HEC に相当する委員会活動を、
委員会に参加し、action research とし
て、その活動を記録した。 
 
 
 



(2)(1)の調査結果を、病院という医療組
織の文脈をふまえて分析し、現状の病院
における倫理サポートシステムの課題を
析出する。 
・研究領域の倫理問題の調査研究成果は
以下である。 
 治験の研究倫理審査委員会は、人を対
象にする臨床試験の中でも法的整備がな
されているため、他の臨床研究の倫理審
査委員会より倫理問題が少ないと推測さ
れていた。しかし、倫理審査委員会が法
的規制のもとで運営されている治験領域
であっても、現場には、予想した以上の
倫理問題、特に、治験に関わる組織が企
業、病院、さらに医局などとても多く、
それらの営利・非営利組織の組織的な問
題もからむ倫理問題が生じていた。さら
に、営利・非営利組織の利害関係が研究
関係者の倫理問題を生じさせる、あるい
は／また、被験者の自由意志の問題など
を生じさせていることがわかった。さら
に NSD の記録データを分析していくと、
その現場で生じる倫理問題には、その問
題を助長する構造があることがわかった。
その構造とは、研究者も被験者も、臨床
研究であるとわかりつつも、その研究実
施を、あたかも治療の一環と＜誤解＞し
ていくことで、「臨床研究の不確実性」を
覆い隠し、それによって研究が実施・促
進されていく、というものであった。 
 
・治療領域の倫理問題の調査研究成果は
以下である。 
 調査対象に同意した 1病院の活動記録
をデータ化し、HEC のあり方とそれをサ
ポートするシステムを検討するための論
点を析出した。データ分析によって析出
された主な論点は、日本の病院組織の構
造、米国や他国と日本の病院組織の違い、
組織の倫理教育のあり方、倫理的検討に
影響を及ぼす組織の機能や構造、専門職
と非専門職の複合体としての病院組織形
態、組織に影響する集団意思決定や集団
思考・集団行動と組織の倫理、であった。 
 論点析出に向けた検討を進める中で、
新たな問題として、生命倫理における「意
思決定」に関する議論が道徳的主体とし
ての個人を想定しているため、その背後
にある組織を見落としており、個人が集
団や組織に埋め込まれた状態の「集団」
や「組織」を主題にしてこなかったこと
がわかった。 
  
  
（3)病院における倫理サポートシステム
を、病院内システムの一つと見なすもの
として実践的/理論的/制度的に検討し、
HEC を包摂した病院における倫理サポー
トシステムを構築する。 
 （2）で、病院組織の倫理サポートシス

テムの「現状」を１病院に限定してはい
るものの、実践的・理論的に分析し論点
を析出した。その結果、HEC を包摂した
病院における倫理サポートシステムを構
築することとは、所属メンバーが病院の
現場に立ち現れてくる組織（像）を、対
話的な話し合いを通して認識し、その組
織（像）に応じた倫理サポートシステム
を、メンバーがさらに対話的話し合いを
通して検討するシステムを構築すること
である、ということがわかった。今後は
そのようなシステムの検討を、さらに多
種な組織（像）を調査しながら進めてい
きたい。 
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